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1. 平成30年4月期第2四半期の連結業績（平成29年5月1日～平成29年10月31日）

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する四

半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

30年4月期第2四半期 8,849 △3.3 393 △45.8 440 △25.6 324 △5.7

29年4月期第2四半期 9,148 15.7 727 80.8 591 91.4 344 129.0

（注）包括利益 30年4月期第2四半期　　321百万円 （22.2％） 29年4月期第2四半期　　263百万円 （52.6％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

30年4月期第2四半期 125.24 ―

29年4月期第2四半期 132.86 ―

（注）平成28年11月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定し、１株
当たり四半期純利益を算定しております。

(2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

30年4月期第2四半期 20,260 5,125 24.7 1,926.32

29年4月期 19,635 4,907 24.3 1,842.95

（参考）自己資本 30年4月期第2四半期 4,996百万円 29年4月期 4,780百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

29年4月期 ― 0.00 ― 40.00 40.00

30年4月期 ― 0.00

30年4月期（予想） ― 45.00 45.00

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無 ： 無

3. 平成30年 4月期の連結業績予想（平成29年 5月 1日～平成30年 4月30日）

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 19,000 5.9 1,200 46.9 1,000 31.9 700 25.5 269.86

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無 ： 無



※ 注記事項

(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動） ： 無

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 ： 無

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更 ： 無

② ①以外の会計方針の変更 ： 無

③ 会計上の見積りの変更 ： 無

④ 修正再表示 ： 無

(4) 発行済株式数（普通株式）

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 30年4月期2Q 2,605,000 株 29年4月期 2,605,000 株

② 期末自己株式数 30年4月期2Q 11,107 株 29年4月期 11,030 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 30年4月期2Q 2,593,918 株 29年4月期2Q 2,594,229 株

（注）平成28年11月１日付で普通株式10株につき１株の割合で株式併合を実施しております。前連結会計年度の期首に当該株式併合が行われたと仮定
し、期中平均株式数を算定しております。

※四半期決算短信は四半期レビューの対象外です

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基づいており、達成
を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業
績予想のご利用にあたっての注意事項等については、添付資料３ぺージ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予測情報に関す
る説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、近隣諸国の不穏な行為による国際的な緊張が高まり、米国政

権の動向に注目が集まる中、各国の対応次第では今後の経済に対する影響も懸念される状況ですが、欧米景気の拡

大や政府の経済政策により、国内企業の業績や雇用環境の改善が見られるなど、回復基調で推移しております。

当社グループ主力ユーザーの水産業界におきましては、異常気象による海況の異変や一部水産資源の漁獲量の規

制、秋のさけ・さんまの不漁など厳しい状況にありますが、世界的な魚食の高まりにより、水産物の輸出額は、多

少ばらつきはあるものの、年々増加傾向にあるなど、経営環境は概ね安定しております。

このような状況のもと、当社グループの売上高は、海外旋網の受注は順調でしたが、定置網の売上高が減少した

ことにより、前年同期と比べて減少しました。営業利益は、生産の平準化を図り、無駄な費用の削減に努めており

ますが、付加価値の高い定置網の売上高が減少したことにより、前年同期と比べて減少しました。営業外損益では、

前年同期は為替差損が発生しましたが、当第２四半期ではドル高により、為替差益が発生しました。

この結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は8,849百万円（前年同期比3.3％減）、営業利益は393百万円（前

年同期比45.8％減）、経常利益は440百万円（前年同期比25.6％減）、親会社株主に帰属する四半期純利益は324百

万円（前年同期比5.7％減）となりました。

セグメント別の業績は次のとおりであります。

[漁業関連事業]

売上高は7,546百万円（前年同期比3.0％減）となりました。主な要因は、海外旋網部門の受注が好調であること

や連結子会社の増加などがありましたが、定置網部門の売上高が減少したことによるものです。利益面は、付加価

値の高い定置網の売上高が減少したことにより、セグメント利益は362百万円（前年同期比47.3％減）となりまし

た。

[陸上関連事業]

売上高は1,298百万円（前年同期比4.7％減）となりました。主な要因は、陸上用ネットの施工工事の受注が一部

下期にずれたこと及び産業用資材の受注が前年同期と比べて減少したことによるものです。利益面は、売上高が減

少したことにより、セグメント利益は31百万円（前年同期比19.1％減）となりました。

[その他]

前期に引き続き機械の部品加工等の受注が低調に推移したこと等により、売上高４百万円（前年同期比10.1％

増）となりました。利益面は、売上高が低調なことにより、セグメント損失は０百万円（前年同期は０百万円の損

失）となりました。

（２）財政状態に関する説明

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ625百万円増加し、20,260百万円となり

ました。その主な内容は以下のとおりであります。

（資産）

流動資産は、前連結会計年度末と比べ431百万円増加し、14,026百万円となりました。これは、売上債権は減少し

ましたが、現金及び預金やたな卸資産が増加したこと等によるものです。

固定資産は、前連結会計年度末と比べ193百万円増加し、6,233百万円となりました。これは、有形固定資産を取

得したこと等によるものです。

（負債）

流動負債は、前連結会計年度末と比べ35百万円増加し、8,917百万円となりました。これは、仕入債務及び短期借

入金は減少しましたが、その他負債が増加したこと等によるものです。

固定負債は、前連結会計年度末と比べ371百万円増加し、6,218百万円となりました。これは、長期借入金が増加

したこと等によるものです。

（純資産）

純資産合計は、前連結会計年度末と比べ218百万円増加し、5,125百万円となりました。これは、利益剰余金が増

加したこと等によるものです。
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（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

現時点では、平成29年６月12日に公表いたしました平成30年４月期連結業績予想に変更はありません。ただし、

今後の経営環境を踏まえ、業績予想の修正が必要である場合は、適時に開示してまいります。
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２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表

(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年10月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 942,425 1,032,407

受取手形及び売掛金 6,593,193 6,414,598

商品及び製品 3,827,847 3,886,341

仕掛品 758,583 694,029

原材料及び貯蔵品 1,073,365 1,196,908

繰延税金資産 109,897 114,482

その他 476,344 872,442

貸倒引当金 △186,672 △184,256

流動資産合計 13,594,985 14,026,954

固定資産

有形固定資産

土地 2,345,310 2,352,481

その他（純額） 2,155,884 2,212,490

有形固定資産合計 4,501,195 4,564,971

無形固定資産 71,905 94,742

投資その他の資産

長期営業債権 1,014,643 1,026,750

その他 1,254,362 1,349,634

貸倒引当金 △802,331 △802,527

投資その他の資産合計 1,466,674 1,573,857

固定資産合計 6,039,774 6,233,570

繰延資産 884 371

資産合計 19,635,644 20,260,897
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(単位：千円)

前連結会計年度
(平成29年４月30日)

当第２四半期連結会計期間
(平成29年10月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 3,830,583 3,334,615

短期借入金 3,568,456 3,435,421

1年内償還予定の社債 100,000 100,000

賞与引当金 228,267 247,733

未払法人税等 100,860 109,806

その他 1,053,518 1,689,647

流動負債合計 8,881,687 8,917,225

固定負債

社債 100,000 -

長期借入金 4,816,023 5,358,007

長期未払金 75,425 67,406

役員退職慰労引当金 170,184 167,202

退職給付に係る負債 522,476 489,490

環境対策引当金 19,108 -

繰延税金負債 107,724 107,750

その他 36,003 28,501

固定負債合計 5,846,945 6,218,358

負債合計 14,728,632 15,135,583

純資産の部

株主資本

資本金 1,378,825 1,378,825

資本剰余金 510,292 510,292

利益剰余金 2,998,182 3,219,794

自己株式 △17,189 △17,334

株主資本合計 4,870,111 5,091,577

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 47,883 70,123

為替換算調整勘定 △137,435 △165,031

その他の包括利益累計額合計 △89,551 △94,907

非支配株主持分 126,452 128,644

純資産合計 4,907,012 5,125,313

負債純資産合計 19,635,644 20,260,897
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

四半期連結損益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年５月１日
　至 平成29年10月31日)

売上高 9,148,189 8,849,818

売上原価 6,998,312 7,044,581

売上総利益 2,149,877 1,805,237

販売費及び一般管理費 1,422,401 1,411,286

営業利益 727,475 393,950

営業外収益

受取利息 12,986 14,037

受取配当金 5,027 5,290

持分法による投資利益 30,711 33,202

為替差益 - 17,486

その他 42,510 51,946

営業外収益合計 91,235 121,963

営業外費用

支払利息 58,297 47,860

手形売却損 9,497 8,129

為替差損 145,041 -

その他 13,975 19,796

営業外費用合計 226,812 75,786

経常利益 591,899 440,127

特別利益

固定資産売却益 608 150

特別利益合計 608 150

特別損失

解体撤去費用 31,600 2,016

固定資産除却損 417 420

減損損失 17,010 -

投資有価証券評価損 - 1,000

特別損失合計 49,028 3,437

税金等調整前四半期純利益 543,479 436,841

法人税、住民税及び事業税 225,337 94,115

法人税等調整額 △11,311 15,654

法人税等合計 214,026 109,770

四半期純利益 329,453 327,071

非支配株主に帰属する四半期純利益又は
非支配株主に帰属する四半期純損失（△）

△15,228 2,197

親会社株主に帰属する四半期純利益 344,681 324,873
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四半期連結包括利益計算書

第２四半期連結累計期間

(単位：千円)
前第２四半期連結累計期間
(自 平成28年５月１日
　至 平成28年10月31日)

当第２四半期連結累計期間
(自 平成29年５月１日
　至 平成29年10月31日)

四半期純利益 329,453 327,071

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 27,206 22,233

為替換算調整勘定 △81,747 △20,210

持分法適用会社に対する持分相当額 △11,640 △7,385

その他の包括利益合計 △66,182 △5,362

四半期包括利益 263,271 321,708

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 278,501 319,516

非支配株主に係る四半期包括利益 △15,230 2,191
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

　

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

　

（セグメント情報等）

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間(自 平成28年５月１日 至 平成28年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計

漁業関連事業 陸上関連事業 計

売上高

外部顧客への売上高 7,781,623 1,362,282 9,143,905 4,284 9,148,189

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 7,781,623 1,362,282 9,143,905 4,284 9,148,189

セグメント利益又は損失(△) 688,936 39,424 728,360 △884 727,475

　
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械の製造・メンテナンス

等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失(△)の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
　

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間(自 平成29年５月１日 至 平成29年10月31日)

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

(単位：千円)

報告セグメント

その他 合計

漁業関連事業 陸上関連事業 計

売上高

外部顧客への売上高 7,546,772 1,298,327 8,845,100 4,718 8,849,818

セグメント間の内部売上高
又は振替高

― ― ― ― ―

計 7,546,772 1,298,327 8,845,100 4,718 8,849,818

セグメント利益又は損失(△) 362,832 31,897 394,730 △779 393,950

　
(注) １ 「その他」の区分は報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、産業用機械の製造・メンテナンス

等を含んでおります。

２ セグメント利益又は損失(△)の合計額は、四半期連結損益計算書の営業利益と一致しております。
　

２．報告セグメントごとの資産に関する情報

第１四半期連結会計期間より、有限会社吉田漁業部の重要性が増したため、連結の範囲に含めております。

これにより、当第２四半期連結累計期間は前連結会計年度の末日に比べ、「漁業関連事業」のセグメント資産が、

25,094千円増加しております。

　

３．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

（のれんの金額の重要な変動）

「漁業関連事業」のセグメントにおいて、第１四半期連結会計期間より、有限会社吉田漁業部の重要性が増した

ため、連結の範囲に含めております。なお、当該事象によるのれんの増加額は、当第２四半期連結累計期間におい

て18,101千円であります。
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